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1．ばじめに

理科新指導要領が，平成5年度に本格的実施となった。『観点別学習状況』の評価が重視され，

新しい学力観の上に立っての評価が求められるようになった。本校の6年一貫教育という状況や

生徒の現状をふまえて，新しい学力観に基づいた評価の基準を理科Ⅰ分野の内容について，≪中

学『観点別学習状況』の評価について》と慈して，昨年度の本校紀要に発表した。このレポート

は，昨年と同様の流れのなかでの理科Ⅱ分野の内容を具体例を挙げ，本校の状況を明らかにする

ものである。多くの現場の教師の方々の御意見，御批判を戴くことにより，より良い評価の観点

の確立や方法を具体化していきたいと考えている。

『観点別学習状況』に基づき毎時間生徒全員を評価することは，評価のための授業とならざる

を得ないので，現実には不可能である。この点が観点別評価の大きな問題の1つである。

さらに，「生徒の個々の評価は，長年の経験に基づく我々教師の感覚や直感で正しく判断できる。」

という意見も少なくない。この様な状況で，生徒に自然科学を学ばせることの意味を考えた時，

生徒に学んでほしいこと，すなはち，いかにして興味深い実験や観察等の授業をもとに具体的な

ものから抽象的なものへと生徒の思考を高めていくかを考えると，日常の授業の中で細かく適切

に生徒の個性を評価することが大切なように思われる。具体的な視点で，生徒を把握することで，

これまで，どちらかというと直感的にとらえていた各生徒の長所や短所の他に，教師が気付かな

かった個性，また目立たなかった生徒の長所や学習上の障害を発見できるのではないだろうか。

その結果，個々の生徒に，より適切な指導が可能となるはずである。また，このように具体的に

生徒の個性をとらえることは，（幸い本校では現在のところあまり見られないが）理科離れ対策

にもつながるのではないか。このように考えて，実施している。現在，評価は定性的に行い，定

量化（評価の点数化）は行っていない。
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2。授業展開と観点別学習状況の評価の実例

Ⅰ．植物の生活と種類

［授業展開〕

（1）身の回りの生物

＜観察1＞学校や学校周辺の植物を観察する－・観点1，3

・身近な植物（サクラ，アブラナ，セイヨウタンポポ，オオイヌノブグリ，オオアラセ

イトウ，ヒメオドリコソウなど）・スケッチのしかた

＜観察2＞他の微生物を顕微鏡で観察する→観点1，3

・身近な微生物（ケイソウ，クンショウモ，アオミドロ，アメーバ，ゾウリムシ，ワム

シ，ミジンコなど）・顕微鏡の使い方

（2）花のつくりとはたらき

＜観察3＞アブラナの花をルーペで観察する→観点1，3，4

・花のつくり（めしべ，おしべ，花弁，がく片）・ルーペの使い方

＜講義1＞花のつくりと種子，受粉と種子の形成，受精一観点2，4

＜観察4＞マツの雄花・雌花をルーペで観察する→観点1，4

・雄花の鱗片の前に納められた花粉 ・雌花の鱗片についた胚珠

＜講義2＞被子植物と裸子植物，風媒花と虫媒花，胚珠のつきかた→観点2，4

（3）葉のつくりとはたらき

＜観察5＞葉の断面を顕微鏡で観察する一観点3，4

・平行脈と網状脈・実のつくり（気孔，維管束，道管，師管，細胞内の葉緑体）

＜実験1＞光合成による二酸化炭素の吸収→観点2，3

・BTB液の色の変化から，水草の光合成と二酸化炭素の吸収を確かめる

＜講義3＞光合成のはたらき，二酸化炭素の吸収と酸素の放出，光合成と呼吸，黄の蒸散

作用と吸水のしくみ→観点2，4

（4）根，茎のつくりとはたらき

＜講義4＞根・茎のつくりとはたらき，単子葉類と双子葉類での比較，根のつきかた，維

管束の配列→観点4

（5）花が咲かない植物

＜観察6＞シダの前葉体を顕微鏡で観察する→観点1

・造精器と造卵器，仮根，細胞の大きさの違い

＜講義5＞シダの生活，胞子でふえる，前葉体と受精｝観点4

＜8ミリシネマ＞『植物の生殖～コケの生活～』（文部省企画，

・ゼニゴケのふえ方（精子と卵の受精，胞子形成，杯状体）
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（6）植物のをかま

＜講義6＞植物の分類，被子植物（単子葉類と双子薬類），裸子植物，シダ植物，コケ植

物，藻類，胞子形成や受精，生活環境と生殖方法との関係→観点2

＜観察7＞校内の植物の検索ヰ観点1，3

・身近な植物の観察と，その結果から検索表や図鑑を用いて植物を分類してみる

［単元の観点別評個目標］

観点？『自然現象への関心。意欲。態度』

①観察1：校庭に生えているいろいろな植物に目を向け，いくつかの植物のかたちを詳し

く調べようとする（観察態度，発間や発言）

②観察2：他の申の微生物を自分から進んで多く見つけだそうとする

（観察態度，発問や発言）

（参観察3：アブラナの花をピンセットなどで分解することによって花弁などの数や配置を

詳しく調べようとする，複数の花を同様にして調べようとする（観察態度）

④観察4：雌花をナイフやピンセットなどで分解して胚珠を見つけようとする（観察態度）

⑤観察6：シダの前葉体を顕微鏡で観察し，仮根や達郎器・造精器に目を向け，詳しく調

べようとする（観察態度，発間や発言）

⑥8ミリシネマ：杯状体からの無性芽放出，精子と卵の受精，胞子形成など，ゼニゴケが

子孫を残す場面に目を向け，メモをとろうとする（鑑賞態度）

⑦観察7：身近な植物の多くに目を向け，観察結果から自分で分類を行ったり，検索表や

図鑑を自分で活用しようとする（観察態度，発間や発言）

観点2『科学的な思考』

①講義1：いろいろな花のつくりが，子孫を残すためにそれぞれどのように都合よくでき

ているのかを考えることができる（発間や発言，試験の解答）

②講義2：裸子植物も含めたいろいろな花で，花粉の大きさ，胚珠のつきかた，花のつく

りと，受粉のしかたとの関係を見いだすことができる（党閥や発言，試験の解答）

③実験1：BTB液の色の変化と，二酸化炭素の吸収，さらに光合成のはたらきとをうま

く結びつけて考えることができる（レポート）

（む講義3：植物の光合成と呼吸を併せて考え，昼間と夜間での酸素や二酸化炭素の出入り

をうまく説明することができる（発間や発言，試験の解答）

⑤講義3：紹介した思考実験の結果から，蒸散や吸水のしくみを導き出すことができる

（発間や発言，試験の解答）

⑥8ミリシネマ：コケとシダの生殖（胞子形成や受精）を比較して関連づけすることがで

きる（発間や発言，試験の解答）

⑦講義6：いろいろな緑色植物で見られる子孫を残すしくみと，生活環境（水への依存度）
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とをうまく結びつけて考えることができる（発間や発言，試験の解答）

観点3『観察。実験の技能。表現』

①観察1：植物のかたちがよくわかるような，輪郭線のしっかりした大きいスケッチを措

くことができる（レポート）

②観察2：プレパラートをつくり，プレパラートや鏡筒の位置を自分で調節して微生物を

見つけることができる（実験操作，レポ｝ト，パフォーマンス・テスト）

③観察3：ルーペを目に近づけ，対象物を拡大してよく見ることができる

（実験操作，レポート，パフォーマンス・テスト）

④観察5：2牧童ねにした剃刀の刃をうまく使って，葉の断面の薄い標本をつくることが

できる（実験操作）

⑤観察5：顕微鏡の絞りをうまく使って，いろいろな倍率のもとで見やすい像を得ること

ができる（実験操作，レポート，パフォーマンス・テスト）

⑥実験1：対照実験を行うことの意味を説明することができる（発間や発言，レポート）

（彰観察7：検索表や図鑑をうまく利用して身近な植物の分類ができる

（検索作業，レポート，パフォーマンス・テスト）

観点4『自然事象についての知識。理解』

（訂観察3：花を構成するがく片，花弁，おしべ，めしべの数と並び方は，植物の種類によ

って一定であることがわかる（レポート，試験の解答）

②講義1：受粉から受精がおこるまでのおおまかな様子を説明できる

（発間や発言，試験の解答）

③観察4：被子植物とは全く異なった裸子植物の花のつくりが説明できる

（発間や発言，試験の解答）

④講義2：花にとって大切な共通要素は花粉や胚珠であり，花が子孫を残すための器官で

あることがわかる（発間や発言，試験の解答）

⑤観察5：菜での道管，師管，気孔などのつきかたと役割，葉肉細胞内にある葉緑体とそ

の役割がわかる（レポート）

⑥講義3：光合成は葉緑体で行われ，このとき二酸化炭素が取り込まれ，酸素が出される

ことがわかる（発間や発言，試験の解答）

⑦講義4：根・茎での維管束の配列から，釈・茎・葉のつながりと，水分や養分の移動を

関連づけて説明することができる（発間や発言，試験の解答）

⑧講義5：胞子を作ったり，前葉体で精子と卵の受精を行ったりしながら，シダが子孫を

残していく様子を説明できる（発問や発言，試験の解答）
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Ⅱ． 地球と太陽系

1．身近な天体

［授業展開］

（1）太陽

＜観察＞天体望遠鏡を利用して，太陽の表面の様子を観察する。→観点1，3

＜講義1＞太陽の形と表面のようす一観点4

・太陽の像は円形で，表面に黒点がある。

・黒点は回りに比べ，温度が低くなっているため黒く見える。

＜設問1＞黒点が移動することが何を意味するのか考察させる。・→観点2

＜講義2＞太陽の実体→観点4

＜設問2＞太陽の表面温度ほ何度くらいであるか想像してみる。・→観点2，3

（2）月

＜ビデオ＞NASAのアポロ計画のビデオを見せ，月面の様子を観察する。一観点1

（希望者は放課後天体望遠鏡や双眼鏡で月面を観察する。）

＜講義3＞月の表面のようす一観点4

・月の表面は平らでなく，山やたくさんのクレーターのある明るい部分と，暗いなだら

かな部分がある。

・月の表面は固い岩石や砂からできていて，水も大気もない。

＜演示実験＞三珠儀を使用して，月の満ち欠けと太陽・地球・月の位置関係を調べる。

一観点2

＜講義4＞月の満ち欠け→観点2

・月が地球をはさんで太陽の反対側になった時満月となる。

・新月から次の新月まで29．5日かかる。

＜設問3＞月は地球の回りを回る時はいつも同じ面を地球に向けていることについてその

理由を月の公転運動と地球の自転と関連させて考察させる。－ヰ観点2，4

［観点別評価目標〕

観点1『自然事象への関心。意欲。態度』

①観察：太陽の表面の黒点を見て，黒点がその回りとどのような点で違うのか考えようと

する。（発間と発言，観察態度）

②ビデオ：月の表面の凹凸を見て，その地形がどのようにしてできたのか知ろうとする。

（発間と発言，鑑賞態度）

観点2『科学的な思考』

①設問1：黒点が移動する様子から，太陽が自転していることを推論できる。

（発間と発言，テスト）
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②設問2：異体の放射エネルギー分布曲線から，太陽の表面温度が約6000℃であることを

推論できる。（発問と発言，テスト）

③演示実験，講義4，設問3：月の満ち欠けの形から太陽・地球・月の三者の位置関係を

推論できる。（発間と発言，テスト）

観点3『観察。実験の技能。表現』

①観察：天体望遠鏡の操作により投影装置にうまく太陽の像を写し出せる。（行動観察）

②観察：黒点の位置と形をすばやくスケッチできる。（行動観察，レポート）

（勤設問2：太陽の表面温度をグラフから読み取ることができる。（質問と発言）

観点4『自然事象についての知識。理解』

①講義1：太陽の形と表面のようすや，黒点がなぜ黒いのかを説明できる。

（質問と発言，テスト）

（参講義2：太陽は高温の気体からできていて，表面から多量の光を出していることを理解

できる。（質問と発言，テスト）

③講義3：月の輪郭がはっきり見えることから月には大気がないことが理解できる。

（質問と発言，テスト）

④設問3：月は地球の回りを1日回る間に月自身も1回自転していることが理解できる。

（質問と発言，テスト）

2．天体の日周運動

［授業展開］

（1）太陽と月の1日の動き

＜実習1＞太陽の1日の動きをコンピュータを利用して追跡する。また，いろいろな月日

を入力して，季節による南中高度の違いも調べる。－か観点1タ 3

＜講義1＞太陽と月の日周運動→観点4

＜設問1＞月ののぼる時刻や沈む時刻は日によって違うのはなぜかを考えさせる。

→観点2

（2）星の一日の動き

＜実習2＞星の1日の動きをコンピュータを利用して追跡する。また，観測する緯度や星

の赤緯を変えてみる。一寸観点1，3

＜講義2＞星の日周運動→観点4

＜設問2＞星空全体としてその動き方をまとめてみる。→観点2

（3）天球の回転と地球の自転

＜講義3＞天球の説明→観点4

＜設問3＞天動説を紹介しながら，地球から見た星の動きを天球の回転によるものと地球

の自転によるものに分けて考えてみる。－ヰ観点2
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［観点別評価目標〕

観点1『自然事象への関′む。意欲。態度』

①実習1：いろいろな月日の太陽の1日の動きを探ろうとする。（発間と発言，実習態度）

②実習2：いろいろを位置の星についてその1日の動きを探ろうとする。

（発間と発言，実習態度）

観点2『科学的な思考』

①設問1：地球の自転と月の公転運動から，月ののぼる時刻や沈む時刻が遅れていくこと

を推論できる。（発間と発言，テスト）

②設問2：北の空と南の空でそれぞれの星の動く様子は違っているが，星空全体は東から

西へ動いていることを推論できる。（発間と発言，テスト）

③設問3：視点を変えて星の動きの理由を推論できる。（発間と発言，テスト）

観点3『観察。実験の技能。表現』

①実習1，2：月日や星の位置のデータを正確に入力できる。（実習態度，机間巡視）

観点4『自然事象についての知識。理解』

①講義1：太陽も月も東の地平線からのぼり，南の空を通って，西の地平線に沈むことが

理解できる。（質問と発言，テスト）

②講義2：南の空の星の動きは太陽や月の動きに似ているが，北の空の星は北極星を中心

として時計の針の動く向きと逆の向きに回っていることが理解できる。

（質問と発言，テスト）

③講義3：地球から見た星の動きを2通りの見方で説明できる。（質問と発言，テスト）

3．季節の変化と四季の星座

［授業展開］

（1）季節の変化と気温

＜生徒実験＞太陽放射受光器の受光面を調整して，受光面の角度と受光器内の水の温度変

化との関係を調べる。－ヰ観点1，2，3，4

＜設問1＞受光面の角度と水の温度の上がり方の関係から，太陽の光の角度（量）と季節

による気温の遠いの関係について考えてみる。→観点2

＜講義1＞南中高度と季節の変化→観点4

（2）四季の星座と太陽の1年の動き

＜実習1＞コンピュータを利用して，午後8時における北や南の空の星の様子を調べる。

（星座早見を利用しても良い）→観点1，3

＜講義2＞星の年周運動→観点4

＜実習2＞1月から2月にかけて2週間ごとに調べた日没直後の西空の星から，太陽が星

座の間をどのように動いたかを調べる。一寸観点1，2，3
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＜講義3＞太陽の年周運動・黄道ヰ観点4

（3）地球の公転

＜設問2＞太陽が天球上を動いているように見える理由を考えさせる。－ヰ観点2

（4）地軸の傾きと南中高度

＜実習3＞コンピュータを利用して地球の公転運動を調べてみる。一ヰ観点1，3

＜設問3＞太陽の南中高度の変化と地球の公転運動の関係について考えさせる。

ヰ観点2，4

〔観点別評価目標］

観点1『自然事象への関心。意欲。態度』

①生徒実験：受光面の角度をいろいろ変えて測定しようとする。（発間と発言，実験態度）

②実習1：いろいろな月日を入力したり，観測時間を変えて調べようとする。

（実習態度，机間巡視）

③実習2：1年を通して記録をとってみようとする。（作図，実習態度）

④実習3：地軸の傾きの角度を変化させたり，他の惑星についても調べようとする。

（実習態度，机間巡視）

観点2『科学的な思考』

①生徒実験：受光面が太陽の光に垂直な時に水の温度の上がり方が最も大きく，角度が′ト

さいと温度の上がり方が小さくなることを推論できる。（発間と発言，レポート）

（彰設問1：夏は南中高度が高いために地面が太陽から受ける光の量が多く，昼の長さも長

いので気温が高くなることを実験の結果から推論できる。（発間と発言，テスト）

③実習2：星座は日がたつにつれ東から西へ動き，太陽は星座の閏を西から束へ少しづつ

動き，1年後には太陽がもとの位置に戻ることを推論できる。（発間と発言，テスト）

④設問2：太陽を中心とする地球の公転によって，太陽の天球上の見かけの動きが説明で

きることに気付く。太陽の年周運動の期間である1年が地球の公転周期にあたることを

推論できる。（発間と発言，テスト）

⑤設問3：北半球では夏の太陽の南中高度が高く冬は低くなるということから，地軸の傾

きが関係していることを推論できる。（発間と発言，テスト）

観点3『観察。実験の技能。表現』

①生徒実験：受光面の角度を調節できる，温度変化を正確に測定できる，受光面の角度と

温度変化の関係をグラフ化することができる。（グラフ）

②実習1，3：月日や角度のデータを正確に入力できる。（机間巡視）

③実習2：星の位置をきちんとトレースできる。（作図）

観点4『自然事象についての知識。理解』

①生徒実験，講義1：1年を通して南中高度が変化することにより，地面が受ける太陽の
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光の量が変り，四季の変化が起こることが理解できる。（質問と発言，テスト）

②講義2：星座は1年たつと再び同じ時刻の同じ方角に見えることが理解できる。

（質問と発言，テスト）

③講義3，設問2：季節によって見える星座が変ることば太陽が天球上を動くことによっ

て説明でき，さらにそれは地球が公転するにつれて，太陽と反対の方向にある星座が違

ってくることで理解できる。天動説と地動説の観点の違いについて説明できる。

（質問と発言，テスト）

④設問3：地軸の公転面に対する傾きが太陽の南中高度を変化させることが理解できる。

（質問と発言，テスト）

4．惑星と太陽系

［授業展開］

（1）惑星と恒星

＜実習1＞コンピュータを利用して，火星や金星の動きを追跡する。・→観点1，2，3

＜講義1＞恒星と惑星ヰ観点1，4

（2）金星と火星

＜設問1＞金星や火星の動きと見え方の関係を考えてみる。一観点1，2，4

＜講義2＞金星と火星の性質→観点1，2，4

（3）太陽系

＜実習2＞コンピュータを利用して，太陽系を外部から眺め，公転半径の違いなどを調べ

てみる。－ヰ観点1，2，3

＜設問2＞惑星以外にどのような天体があるか。一ヰ観点2，4

＜講義3＞太陽系の構成→観点1，2，4

〔観点別評価目標］

観点1『自然事象への関心。意欲。態度』

①実習1：長期間にわたって金星や火星を追跡してみようとする。（実習態度，机間巡視）

②講義1：どうして金星や火星が同じ星座を通るのか考えてみようとする。（発間と発言）

③設問1：金星や火星の見える大きさがなぜ変わるのか知ろうとする。（発問と発言）

④実習2：視点を変えて太陽系を外部から眺めてみようとする。（実習態度，机間巡視）

①講義2：金星や火星にも生命がいないか，その環境について知ろうとする。

（発間と発言）

⑥講義3：太陽系はどのような天体からできているのか知ろうとする。（発問と発言）

観点2『科学的な思考』

（む実習1：金星や火星が星座をつくっている星の間を移動していることから，金星や火星

は恒星ではないことが推論できる。（発問と発言，行動観察）
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②講義1：惑星の通る通が黄道の近くであることに気付く。（発間と発言，行動観察）

③設問1：金星や火星の見え方を太陽・金星。地球および太陽・地球・火星の位置関係か

ら説明できる。（発間と発言，テスト）

④講義2：金星や火星の環境は生命の生存には適さないことを推論できる。（発間と発言）

⑤講義3：惑星の公転運動の共通点（ほとんど同じ面に沿って太陽の回りを同じ向きに公

転している）を指摘できる。（発間と発言，テスト）

（む設問2：惑星・小惑星・衛星の共通点を指摘できる。（発間と発言，テスト）

観点3『観察。実験の技能。表現』

（む実習1：数値を正確に入力できる。金星や火星の位置の変化をきちんと追跡できる。

（実習態度，机間巡視）

②実習2：惑星の公転半径の大きさから適当な数億を入力できる。（実習態度，机間巡視）

観点4『自然事象についての知識。理解』

①講義1：恒星と惑星の違いについて説明できる。（質問と発言，テスト）

②設問1：金星は時期によって見える大きさが変り，形も月のように満ち欠けをするが，

火星は金星と違って見える大きさは変るが，満ち欠けはほとんどしないことがわかる。

（質問と発言，テスト）

③講義2：金星と火星の大気や気温などの性質を地球と比較して理解できる。（質問と発

言，テスト）

④講義3：惑星の性質（半径・質量・密度・衛星の数・翰の存在など）をまとめることが

できる。（質問と発言，レポート）

⑤設問2：惑星・小惑星・衛星などは自ら光を放たず，太陽の光を反射して光っているこ

とが理解できる。（質問と発言，テスト）

Ⅲ．動物のからだのつくりとはたらき

［授業展開］

（1）身近な動物

＜講義1＞セキツイ動物と無セキツイ動物→観点2

＜観察1＞身近な動物を観察するヰ観点1，3

・飼育している動物（カエル，イモリ，カメ，マウス，ザリガニなど）

・スケッチ，飼育記録のしかた

＜講義2＞草食動物と肉食動物→観点2，4

（2）養分をとり入れるしくみ

＜実験1＞食物が炭素をふくむことを確認する→観点1，2，3

・食物を熟して，変化を調べる
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＜講義3＞食物中の養分→観点2，4

・有機化合物と無機化合物，栄養分とそのはたらき

＜講義4＞消化器官のはたらき→観点2，4

・消化器官，消化酵素，吸収

＜実験2＞だ液のはたらきを調べる→観点1，2，3

（3）呼吸のしくみと排泄

＜講義5＞呼吸器官のつくりと肺のしくみ・二酸化炭素と酸素の交換・横隔膜・細胞の呼

吸・腎臓のはたらき→観点1タ 2，4

＜講義6＞血液の成分とそのはたらき，心臓と血液の循環，動脈と静脈→観点2，4

＜観察2＞メダカやえさ金を用いて血流を観察する→観点1，3

・血液の流れ，毛細血管など

＜観察3＞ウシの血液を用いて血球の観察をする→観点1，3

・赤血球，白血球

＜実験3＞ウシの血液を用いて，血液凝固の実験をする→観点1，2，3，

・凝固のしくみ・凝尚の意義

＜観察4＞カエルの解剖→観点1，3

・カエルのからだのつくり・ヒトのからだとの共通点と相違点

（4）運動のしくみと神経のはたらき

＜講義8＞ヒトの運動のしくみ・神経系・感覚器官・反射・恒常性→観点2，4

＜観察5＞ウシの眼球の解剖一観点？，3

・眼球の構造（角膜・レンズ，網膜，ガラス体・盲点など）

＜観察6＞盲点を探す→観点1

（5）動物のなかま

＜講義9＞動物の分類（セキツイ動物，無セキツイ動物）一観点2，4

・こどもの生まれ方・体温の変化・呼吸のしかた・節足動物・軟体動物など

［単元の観点別評価目標〕

観点1『自然現象への関心。意欲。態度』

①観察1：積極的に動物を飼育し，その生態を観察し食物のとりかた，からだのつくり，

呼吸のしかたなどの特徴をとらえ，他の動物との共通点や相違点を見出そうとする

（観察態度，発間や発言，スケッチ）

②実験1：積極的にさまざまな食物をもやし変化のようすをみようとする

（実験態度，レポート）

⑨実験2：対照実験をくむことも考えながら，だ液のはたらきを確認し，他の消化液のは

たらきも予想することができる（実験のとりくみ，レポート）
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④講義5：呼吸のしかたや呼吸器の特徴，ガス交換の方法，細胞の呼吸などについて積極

的に積極的に理解しようとする（発間や試験の結果）

⑤観察2：メダカのおびれの血流を観察しそのようすを確認しようとする

（観察の様子，スケッチ）

⑥観察3：赤血球・白血球を探し観察しようとする（観察の態度，スケッチ）

⑦実験3：温度の変化や反応容器内をガラス棒でかきまわすなどして，血液の凝固の様子

を観察しそのことのもつ意味を考える（実験のとりくみ，レポート）

⑧観察4：積極的に解剖し構造とはたらきを結びつけて考えようとする

（観察態度，スケッチ）

⑨観察5：積極的に観察する。構造をよく観察し，はたらきと結びつけて考えることがで

きる。（観察態度，スケッチ）

⑩観察6：積極的に盲点を探そうとし，解剖の結果と結びつけて考察できる

（発問や発言，態度）

観点2『科学的な思考』

①講義2：えさのとり方と，からだのつくりとは密接に関係していることを理解できる

（発間中発言，試験の解答）

②実験1：実験の結果から有機化合物・無機化合物の栄養分としての特徴を説明できる

（試験の解答）

（彰講義3：食物中にふくまれる養分の種類と，それぞれの養分がどのように利用されるか

を関連付けて説明できる（発間や発言，試験の解答）

④講義4：消化・吸収という観点から消化器官のつくり，消化酵素のはたらきを，消化す

ることの意味を関連づけて説明できる（発間や発言，試験の解答）

⑤実験2：デンプンがだ液により消化され糖に変ること，このとき反応のはやさが温度に

より変化することを説明することができる（レポート，試験の解答）

⑥講義5：ガス交換と細胞内呼吸との違いと，それぞれの役割を正しく理解し，説明でき

る（発言や発間，試験の解答）

⑦講義6：酸素を供給し，不用な二酸化炭素体外に排出したり，有害な尿素などを排出す

るということが，血液をなかだちとして，呼吸器館や排出器官のはたらきによりおこな

われることを総合的に考えることができる（試験の解答）

⑧実験3：血液凝固の様子を観察し，けがなどで出血したときの重要な反応であることを

理解できる（発間や発言，レポート）

⑨講義8：神経系の構造と機能について総合的に関連づけて説明することができる

（試験の解答）

⑲講義9：様々な動物の特徴を指摘することができるとともに，その動物も生物的な観点
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から共通点をもとに進化と関連して分類することができる（発問や発言，試験の解答）

観点3：『観察。実験の技能。表現』

①観察1：身近な動物を飼育することができ，エサのとりかたや呼吸の仕方など，その動

物の特徴を観察し記録することができる（観察記録，飼育のしかた）

②実験1：炭素を含む食物を適切に実験により選択できる（実験のようす，レポート）

③実験2：実験の目的や予想される結果を想定し，対照区をふくめた実験を行うことがで

きる（実験操作，レポート）

④観察2：メダカを殺さないように手早く，血流を観察することができる（観察のようす）

⑤観察3：顕微鏡を用いて，赤血球を観察でき，染色した白血球を低倍率で見つけだし，

倍率で観察できる（操作，スケッチ）

⑥実験3：予想される結果や凝固のしくみから，適切な実験をくみたて実行することがで

きる（実験操作，レポート）

⑦観察4：カエルを解剖し，各部分を正確にスケッチする。各部分の名称を記入すること

ができ，ヒトのからだのつくりとの共通点，相違点を説明することができる

（解剖の手ぎわ，スケッチ）

⑧観察5：眼球の各部分を丁寧に解剖し，スケッチする（スケッチ，解剖のてぎわ）

観点4：『自然現象についての知識・理解）

①講義1：セキツイ動物と無セキツイ動物の違いが説明できる（発問や発言，試験の解答）

②講義2：食物（エサの獲得のしかたなど）により，からだの構造が異なることを説明で

きる（発言，試験の解答）

③講義3：各栄養分が体内で主として，どのように利用されるか説明できる（試験の解答）

④講義4：消化の意義，吸収と酵素のはたらなどについて総合的に説明できる

（発言，試験の解答）

⑤講義5：外呼吸や内呼吸の役割を説明できる，住む場所などで呼吸器官の構造が異なる

ことを説明できる（発言，試験の解答）

⑥講義6：血液の成分がはたす役割と，その成分をからだの各部分に運搬する循環器のは

たらきを総合的に説明できる（発問や発言，試験の解答）

⑦講義8：動物のすべての活動は神経系のはたらきにより，制御されていること，その神

経系のはたらきのしくみを説明できる（発間や発言，試験の結果）

⑧講義9：動物はからだのつくりや生殖の方法などにより分類できることを説明できる

（発間や発言，試験の結果）

Ⅲ 天気の変化

［授業展開〕
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（1）天気のようす

＜観察1＞雲のようすを実際の雲や写真を用いて観察する→観点1，2

＜観測1＞身近な気象を観測する→観点1，3

気温や湿度，天気の変化と気象状況

（2）空気中の水

＜講義1＞空気中にふくまれる水とその現象→観点2，4

飽和永蒸気量，露点，相対湿度の計算

＜実験1＞露天を測定する→観点1，2，3

＜実験2＞雲ができるようすを調べる→観点1，2，3

＜講義2＞雲や霧のできかた→観点2，4

（3）気圧と天気

＜講義3＞気圧と風→観点1，2，4

等圧線，気圧と等圧線，高気圧と低気圧，前線

（4）天気図

＜実習1＞天気図を作成する→観点1，3

気象通報を開き天気図を作成する，新聞の天気図を切り抜く，

（5）日本の天気

＜講義4＞日本の四季の特徴と気団の配置→観点4

［単元の観点別評偽目標］

観点1『自然現象への関心。意欲。態度』

①観察1：空に浮かぶ雲や写真を見て，雲の名称を天気の変化と関連付けておぼえようと

する（観察態度，発間や発言）

②観測1：気圧計や風向計，温度計，湿度計などを用いて気象状況を観測し，その変化と

天気の変化との関連を知ろうとする（観測態度，記録用紙の記載内容）

③実験1：金属製のコップ，試験管，氷，温度計などを用いて，露点を測定し空気中の水

分と気温との関係を知ろうとする（実験の姿勢，発言や発間）

④実験2：ガラス製の容器，線香，大型注射器などを用いて，容器の中のようすを観察し，

雲がどの様を状態のときにできるか知ろうとする（実験の姿勢，レポート）

⑤講義3：風のふく理由，高気圧・低気圧における上昇気流や下降気流，前線と天気の変

化などを積極的に知ろうとする（授業態度，発言・発間，試験の答案）

⑥実習1：新聞の天気図の切り抜きを集めたり，気象通報を開き，天気図を作成する

（提出物，作成した天気図，発言や発間）

観点2『科学的な思考』
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①観察1：雲のようすから，今後の天気の変化を予想することができる

（発言や質問，予想の内容）

②講義1：温度変化による飽和水蒸気量の変化から，雲のできやすい条件を類推すること

ができる（発問や発言，試験の解答）

③実験1：温度の低下により，水滴ができることから，雲のできやすい条件を説明できる

（発間や発言，試験の解答）

④実験2：曇りができる条件から，雲がどのような条件下でできるかを類推することがで

できる（実験操作，試験の解答）

⑤講義3：等圧線と大気の関係，高気圧・低気圧，前線と天気の変化の規則性を理解する

（発言内容，試験の解答）

観点3『観察。実験の態度。表現』

①観察1：雲を観察し，スケッチしたり写真に残したりする（観察態度，スケッチ）

（参観測1：気圧計などを正しく使い，気圧や気温・湿度などを観測し，記録する

（測定の姿勢，パフォーマンステスト，レポート）

③実験1：露点の変化を積極的に測定し，湿度の違いによる露点の変化を記録しようとし，

規則性に気付こうとする（実験の姿勢，レポート）

④実験2：容器の中の変化から，雲のできやすい状況を見付けだそうとする

（発言，実験姿勢）

⑤実習1：新開の天気図などを参考に，気象通報を開き，天気図をかこうとする

（提出物，かいた天気図）

観点4『自然現象についての知識。理解』

①講義1：飽和水蒸気量，露点の変化の原因が，空気中の水蒸気の量と気温によることが

理解でき，そのことから雲のできかたを類推できる（発言，試験の解答）

②講義2：雲や霧のできかたをもとに，どのような状況のところに雲ができやすいかを類

推し，今後の気象の変化を予測できる（発問や発言，試験の解答）

③講義3：気圧配置や前線との関係から雨のふりやすい状況を説明できる

（発間や発言，試験の解答）

④講義4：春・夏・秋・冬における日本のまわりの代表的な気団の配置やその消長から，

日本の四季における天気の特徴を説明でき，その特徴を天気図からも判断できる

（発問や発言，試験の解答）
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Ⅴ．生物のつながり

［授業展開〕

（1）生物のからだをつくっているもの

＜観察1＞タマネギの鱗片糞の表皮，ヒトの口腔上皮の細胞を酢酸オルセインで染色して

顕微鏡で観察する→観点1，3，4

・染色方法・核の確認

＜講義1＞細胞のつくり（核，細胞質，細胞膜，細胞壁），多細胞生物と単細胞生物

→観点4

＜観察2＞タマネギの成長点の細胞分裂の様子を顕微鏡で観察する→観点1，3，4

・染色体の様子と分裂の過程・生物のからだの成長・分裂像の探し方

（2）生物のふえ方と遺伝

＜観察3＞インパチェンスの花粉管の発芽・伸長を顕微鏡で観察する→観点2，3

・花粉管の発芽・伸長の様子

＜講義2＞花粉管の伸長・精細胞と卵の受精，有性生殖と無性生殖，受精卵の発生

→観点4

＜講義3＞メンデルの実験と遺伝のしくみヰ観点1

＜講義4＞形質の伝わり方，優性と劣性，優性の法則と分離の法則，遺伝子とはなにか

→観点2，4

（3）生物どうしの類縁関係と進化

＜講義5＞生物の歴史と化石（サンヨウチエウ，恐竜，シソチョウなど，肢の化石からわ

かるウマの進化），進化とはなにか（ダーウィンの自然淘汰説）→観点2

＜ビデオ＞『地球に生きる～陸への進出～』（BBC制作，50分）→観点1

・陸への進出に必要だったもの・両生類の出現（イクティオステガ）

＜観察4＞手羽先を使ってニワトリ前肢の骨格標本をつくり，観察する→観点2，3

・セキツイ動物の前肢の骨格・相同器官

（4）生物界のつながり

＜講義6＞食物連鎖，生産者と消費者→観点4

＜観察5＞ツルグレン装置で集めた土の中の小動物を観察する→観点1，2，3

・土中にすむ主な小動物とその食べ物・大きさと数の関係

＜講義7＞個体数ピラミッド，個体数の変動（ヤマネコとウサギ）→観点1，4

＜実験1＞土の中の微生軌こよるでんぷんの分解作用→観点1，2，3

・有機物の分解・分解者のはたらき（呼吸）

＜講義8＞自然界での炭素・酸素・窒素の循環→観点4

［単元の観点別評価目標〕
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観点1『自然現象への関′む。意欲。態度』

①観察1：積極的にプレパラートをつくり，細胞内の核の様子に興味をもちながら多くの

細胞を観察して数，形，存在場所などについての一般性・共通性を見出だそうとする

（観察態度，発間や発言）

②観察2：できるだけ多くの分裂像を探して観察しようとする（観察態度，レポート）

③講義3：メンデルの実験やその他の交配実験の結果に興味をもち，自分なりに規則性や

法則性を見出だそうとする（発問や発言）

④ビデオ：陸上生物が進化する際のポイントに目を向け，メモをとろうとする（鑑賞態度）

⑤観察5：集めた′ト動物の多くに目を向け，それらが土中でどのようなものを食べている

のか調べようとする（実験操作，発問や発言）

⑥講義7：自然界の身近なところで実際に個体数ピラミッドが成り立つかどうか確かめよ

うとする（発問や発言）

⑦実験1：実験の目的を理解し，積極的に実験結果を予想しようとする

（実験態度，レポート）

観点2『科学的な思考』

①観察3：花粉管の発芽場所や伸長のしくみについて，自由な考察をたてることができる

（発間や発言，レポート）

②講義4：メンデルの法則をもとに，交配結果を正しく予想したり，逆に交配結果から両

親の遺伝子や形質について正しく推測することができる（発問や発言，試験の解答）

③講義5：中間型・祖先型生物種の化石の特徴から，現存種との類縁性を見出だすことが

できる（発間や発言，試験の解答）

④講義5：ある生物のもつ，きわだった特徴がどのように進化してきたかを，自然淘汰説

などをもとに類推して説明することができる（発間や発言，試験の解答）

⑤観察4：セキツイ動物の前肢の骨格の数や配列について，共通性を見出だすことができ

る（レポート，試験の解答）

⑥観察5：土中の生物種の大きさと数の調査結果をもとに規則性を見出だすことができる

（発間や発言，レポート）

⑦実験1：対照区の結果も考えながら土中の微生物の存在やばたらきを確認したり，さら

に微生物の呼吸のはたらきと土中の有機物の分解を結びつけて考えることができる

（レポート）

観点3『観察。実験の技能。表現』

①観察1：染色処理を適切に行って，核のよく染まったプレパラートをつくることができ

る（レポート，パフォーマンス・テスト）

②観察2：分裂期の細胞を低倍率で広い視野から丹念に探しだし，続いてコントラストの
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良い高倍率の分裂像を準備することができる，また，この低倍率→高倍率の操作を必要

に応じて何度でも繰り返すことができる

（実験操作，レポート，パフォーマンス・テスト）

③観察3：多くの花粉の中から発芽し始めたものを低倍率で探しだし，それを高倍率で観

察して経過時間とともに様子を記録することができる（実験操作，レポート）

④観察4：ピンセットなどをうまく使って手羽先の筋肉をていねいにはずし観察しやすい

標本をつくることができる（実験操作）

（9観察4：骨格の数や配列がわかるようなスケッチを措くことができる（レポート）

（む観察5：土中の小動物を大きさ（重さ）によって大まかに分けて数を調べ，その結果を

わかりやすく表やグラフにまとめることができる（レポート）

⑦実験1：実験の目的や予想される結果を想定して，対照区を含めた適切な実験を行うこ

とができる（実験操作）

観点4『自然事象についての知識。理解』

①観察1：生物のからだは細胞からできていることがわかる（発間や発言，試験の解答）

②講義1：一般的な細胞のつくり（核，細胞質，細胞膜，細胞壁）を図などを用いて説明

できる（試験の解答）

③観察2：染色体の様子によって細胞分裂の時期（順序）がわかる

（発問や発言，試験の解答）

④講義2：有性生殖と無性生殖の違いについて説明することができる，いろいろな生物の

生殖法が，それぞれ有性生殖・無性生殖のどちらに相当するかわかる

（発間や発言，試験の解答）

⑤講義4：遺伝のしくみ（優性の法則，分離の法則）を説明できる

（発問や発言，試験の解答）

⑥講義6：自然界のいろいろな生物について「生産者」，「消費者」という見方をすること

ができる（発間や発言，試験の解答）

⑦講義7：自然界で生物の個体数などのバランスが保たれる（変動が一定の幅におさまる）

しくみを説明することができる（発間や発言，試験の解答）

⑧講義8：自然界での炭素・酸素・窒素の循環について図などを軌、て説明できる

（発間や発言，試験の解答）

Ⅵ． 大地の変化

1．地震

［授業展開］

（1）地震のゆれ
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＜実習1＞地震の波の伝わり方を調べる。一ヰ観点1，2，3，4

＜観察＞地震計の仕組みを観察する。・→観点1，2タ 4

＜講義1＞地震波の種類（P波とS披）と地震のゆれ（初期微動と主要動）→観点2，4

＜設問1＞初期微動継続時間の長さは震央からの距離の関係をグラフに表してみる。

→観点2，3，4

＜実習2＞各地の地震のゆれの大きさと震央からの距離の関係を調べる。

→観点1，2タ
3タ 4

＜講義2＞震度とマグニチュードの遠い一級点1，4

＜16ミリフイルム1＞マグニチュード7．9→観点1

（2）地震による災害と大地の変化

＜講義3＞震度の増大と地盤のやわらかさの関係，液状化現象。→観点1，2，3，4

＜設問2＞震度の大きさと倒壊した家屋の分布を阪神大震災の結果より検証する。

→観点2

＜16ミリフイルム2＞津波→観点1

（3）地震の起こるところ

＜設問3＞世界の主な地震の震央の分布を調べる。・ヰ観点1，2，4

＜実習3＞実体視により日本付近の地震の震央の分布と震源の探さの関係を理解する。

→観点1，2，3，4

＜講義4＞地震発生のメカニズム→観点1，2，4

＜講義5＞地震の予知の方法一級点1，2タ 4

［観点別評個目標］

観点1『自然事象への関′む。意欲。態度』

①実習1：地震のゆれがどこからどのように伝わるか知ろうとする。

（発間と発言，行動態度）

②観察：地震のゆれがどのようにして記録されるのか，そのしくみや原理について知ろう

とする。（発間と発言，行動態度）

③実習2：地震のゆれの大きさが震央とどのような関係にあるか知ろうとする0

（発間と発言，実習態度）

④講義2：震度とマグニチュードの違いについて知ろうとする。（発間と発言，行動態度）

⑤16ミリフイルム1：関東大地震における東京のゆれの大きさがどれくらいであったのか

興味をもつ。（発間と発言，鑑賞態度）

⑥16ミリフイルム2：津波が地震によってどのようにして起こるのか知ろうとする0

（発問と発言，鑑賞態度）

⑦講義3：大地震の時どのような災害が発生するのか興味をもつ0
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（発間と発言，行動態度）

⑧設問3：地震は地球上のどこでも起こっているのかあるいはそうではないのか，知ろう

とする。（発問と発言，行動態度）

⑨実習3：日本付近で発生する地震の場所や深さについて知ろうとする。

（発間と発言，実習態度）

⑬講義4：地震がどのようなメカニズムで発生するのか知ろうとする。（発間と発言）

⑪講義5：地震の予知の方法にはどのようなものがあるのか知ろうとする。

（発間と発言，行動態度〉

観点2『科学的な思考』

（丑実習1：等震暗線のようすから震央の位置を推測できる。（実習態度，作図）

②観察：ゆらしても振り子のおもりがほとんど動かないことから，回転している円筒にゆ

れが記録されることを推測できる。（発問と発言，観察態度）

（卦講義1：地震波の種類とゆれかたの間の関係について推測できる。（発間と発言）

④設問1：初期微動継続時間の長さは震央からの距離に比例することをグラフから推測で

きる。（発問と発言，グラフ）

（9実習2：地震のゆれの大きさと震央の関係は，地震のゆれの伝わり方と震央の関係と同

じであることを推測できる。（発問と発言，実習態度，テスト）

（参講義3・設問2：被害の分布から地盤の柔らかさとゆれの大きさの関係や活断層の位置

について推測できる。（発間と発言，観察態度）

⑦設問3：地震の震央の集る場所と地震や火山が活動する場所とを結びつけてみようとす

る。（発間と発言，行動観察）

⑧実習3：震源の探さの分布の傾向を推察できる。（発間と発言，実習態度，机間巡視）

⑨講義5：地震が起きた時の大地の変動から，予知の方法について考えてみる。

（発間と発言，行動観察）

観点3『観察。実験の技能。表現』

①実習1：等震時線をなめらかに引くことができる。（作図，机間巡視）

②設問1：データをグラフ上に正確にプロットし，初期微動継続時間の長さと震央からの

距離の関係をグラフに表すことができる。（グラフ，机閏巡視）

③実習2：震度別に色分けをして，震度の分布を視覚的に表すことができる。

（作図，実習態度）

④実習3：実体視を比較的短時間にできる。（実習態度，机閏巡視）

観点4『自然事象についての知読。理解』

①実習1：地震のゆれは震央を中心としてほぼ同心円状に伝わることを理解できる。

（質問と発言，実習態度，テスト）
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②観察：地震計の記録から2種類の波，P披とS波を識別できる。

（質問と発言，観察態度，レポート）

③講義1：P彼の方がS波より伝わる速さが速いことを地震計の記録から説明できる。

（質問と発言，テスト）

④実習2：震央から練れるにつれて，震度は小さくなることが理解できる。

（質問と発言，実習態度，テスト）

⑤講義2：マグニチュードは，地震そのものの大きさを表し，震度と違って震源からの距

離に関係しないことを理解できる。（質問と発言，テスト）

⑥16ミリフイルム1：岩石破壊実験から地震発生のメカニズムを理解できる。

（質問と発言，鑑賞態度）

⑦16ミリフイルム2：津波発生のメカニズムを理解できる。（質問と発言，鑑賞態度）

⑧講義3：大地震の時は地盤の変動を伴うことを指摘できる。（質問と発言，テスト）

⑨設問3：地震の震央の集る場所は帯状に連なっていることを指摘できる。

（質問と発言，テスト）

⑲実習3：震源の深さの分布が日本海に向って深くなることを指摘できる。

（質問と発言，テスト）

⑪講義4：日本の太平洋側で発生する大地震のメカニズムを説明できる。（質問と発言）

⑩講義5：地震発生のメカニズムからその前兆現象を指摘できる。（質問と発言）

2．火山

［授業展開］

（1）火山の活動とマグマ

＜設問1＞日本の火山はどこにあるか。－ヰ観点1

＜16ミリフイルム1＞『空から見た日本の火山』→観点1，4

＜観察1＞軽石や火山灰，火山弾の標本を観察する。一寸観点1，3，4

＜講義1＞火山の活動→観点1，4

・火山噴出物の種類

・マグマと噴火のメカニズム

＜実習1＞航空写真を利用して，火山の火口付近を実体祝する。一寸観点1，3

＜設問2＞火山の形にはどのようなものがあるか，例を挙げて分類してみる。また，その

火山はどのような噴火をするのかまとめてみる。一観点1，2

＜講義2＞マグマ（溶岩）の性質一観点2，4

（2）マグマからできる岩石（火成岩）

＜観察2＞粒の大きさや集り方に気を付けて，火成岩6種類の標本を観察をする。

また，玄武岩と花崗岩の薄片を偏光顕微鏡で観察，スケッチする。一観点1，3
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＜講義3＞火成岩のつくりヰ観点4

＜演示実験＞火成岩のつくりは冷え方が違うことによることを，サリチル酸フユニルの再

結晶により確かめる。（硫黄でも良い）一観点1，2，4

＜16ミリフイルム2＞火成岩のできかた→観点1タ 4

＜設問3＞火成岩がどんな場所で見られるのか調べてみる。－ヰ観点1，2タ 4

（3）火成岩をつくる鉱物（造岩鉱物）

＜観察3＞かこう岩をくだき，ふるいで0．5～1ミリくらいの鉱物を取り出し，双眼実

体顕微鏡のもとで観察する。－→観点1，3，4

＜観察4＞火山灰を何度も洗って，残った鉱物を双眼実体顕微鏡のもとで観察する。

→観点1，3

＜講義4＞造岩鉱物→観点4

＜観察5＞各鉱物（セキエイ，チョウ石，ウンモ，カクセン石，キ石，カンラン石）の大

型結晶を観察する。－ヰ観点1，3，4

［観点別評職員標］

観点1『自然事象への関心。意欲。態度』

①設問1：知っている火山の名前を上げてみようとする。（発間と発言，行動観察）

②16ミリフイルム1：火山の噴火を見て，どんなものが地下から噴き出されているのか知

ろうとする。（発問と発言，鑑賞態度）

③観察1：軽石など実物を見て，その表面やゃのようすを知ろうとする。

（発間と発言，観察態度）

（む講義1：火山噴出物が地下からどのようにして噴き出すのか知ろうとする。

（発問と発言行動観察）

⑤実習1：火山の火口付近がどのような地形になっているのか知ろうとする。

（発間と発言，実習態度，机間巡視）

⑥設問2：火山の形や噴火のようすの違いが何によるのか知ろうとする。

（発問と発言，行動観察）

⑦観察2：火成岩にいろいろな種類があることに興味をもつ。（発間と発言，行動観察）

⑧演示実験：結晶の大きさが火山岩と深成岩でなぜ異なるのか知ろうとする。

（発問と発言，観察態度）

⑨16ミリフイルム2：火成岩のできる場所について興味をもつ。（発間と発言，鑑賞態度）

⑲設問3：自分たちの住んでいる場所の近くでどこに火成岩が分布しているのか興味をも

つ。（発間と発言，行動観察）

⑪観察3：花こう岩をつくっている鉱物にはどんなものがあるか知ろうとする。

（発間と発言，観察態度）
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⑩観察4：火山灰をつくっている鉱物にはどんなものがあるか知ろうとする。

（発間と発言，観察態度）

⑬観察5：鉱物の形に興味をもつ。（発間と発言，観察態度）

観点2『科学的な思考』

①講義1：火山の噴火には火山ガスが関係していることを推察できる。

（発問と発言，テスト）

②設問2：火山の形と火山の噴火のようすの間に対応関係があることを推測できる。

（発問と発言，テスト）

③講義2：溶岩の流れ方が粘性に関係していることを推測できる。（発間と発言，テスト）

④演示実験：結晶の大きさが冷え方に関係することを推察できる。

（発間と発言，行動態度，レポート）

⑤観察4：火山灰の分布や性質から噴火したもとの火山がわかることを推察できる。

（発間と発言，レポート）

観点3『観察。実験の技能。表現』

①観察1：ルーペを使って表面や中のようすをきちんと観察できる。

（観察態度，机間巡視，スケッチ）

②実習1：実体祝により火山の火口付近のようすをよく観察できる。

（実習態度，机間巡視）

（参観察2：・火成岩をつくる粒を見分けられる。

・偏光顕微鏡をうまく操作して薄片を観察できる。

（観察態度，机閏巡視，スケッチ）

④観察3・4：鉱物を色や形から数種類にわけることができる。

（9観察5：結晶の形から鉱物の種類を区別できる。（観察態度，

（観察態度，机間巡視）

机間巡視）

観点4『自然事象についての知識。理解』

（丑16ミリフイルム1：火山によって噴火のようすが違うことを理解する。

（質問と発言，テスト）

②観察1：表面や中のようすから軽石と火山弾の違いを理解できる。

（質問と発言，テスト，スケッチ）

③講義1：火山噴出物の内容や噴火のメカニズムについて理解できる。

（質問と発言，テスト）

④講義2：火山の形と噴火のようすは噴出する溶岩の性質（主に粘性）に関係があること

を理解できる。（質問と発言，テスト）

⑤講義3：火成岩はつくりから斑状組織をもつ火山岩と等粒状組織をもつ深成岩に分けら

れる。（質問と発言，テスト）
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⑥演示実験：結晶はゆっくり冷やすと大きく成長することが理解できる。

（質問と発言，テス1、，レポート）

⑦16ミリフイルム2：火成岩のできかたを説明できる。（質問と発言，テスト）

⑧設問3：火山岩は火山の周辺で見られるが，深成岩は侵食によりあちらこちらに見られ

る。（質問と発言）

⑨観察3：花こう岩をつくっている鉱物にはセキエイ，チョウセキ，クロウンモがあるこ

とを指摘できる。（質問と発言，テスト）

⑲講義4：火成岩の色合いは有色鉱物と無色鉱物の量比によることを理解できる。

（発間と発言，テスト）

⑪観察5：硫酸銅などの再結晶と比較して，結晶は固有の外形をもつことを理解できる。

（質問と発言）

3．堆積岩と地層

〔授業展開］

（1）地表の変化

＜設問1＞地表に露出する岩石がどのようにして削られていくか。一ヰ観点1

＜講義1＞風化作用→観点4

＜設問2＞侵食作用や堆積作用によってできる地形にはどんなもながあるか。

→観点1，4

（2）地層のできかた

＜生徒実験＞長い円筒の容器に水を入れ，粒の大きさと沈み方を調べる。

一観点1，2，3

＜講義2＞堆積の仕方→観点1，2，4

＜観察1＞スライドを利用して，野外の露頭における地層の重なりを観察する。・→観点1

＜実習＞いくつかの地点の柱状図をもとに地層の比較をしてみる。・ヰ観点1，2，3，4

＜設問3＞1枚の地層の厚さはさまざまであるが，層と層の境目がはっきりしているのは

なぜかを考える。ヰ観点1，2，4

＜講義3＞海水面の変動→観点1タ 2，4

＜設問4＞地層の回さと地層の年代の問にはどのような関係があるか。一ヰ観点1，4

（3）地層をつくる岩石（堆積岩）

＜観察2＞いろいろな堆積岩のつくりと特徴を調べる。また，砂岩とフズリナ石灰岩の薄

片を偏光顕微鏡で観察する。－ヰ観点1，3

＜講義4＞堆積岩の種類→観点4

・れき岩，砂岩，泥岩・‥流水によって運ばれたものが堆積

・凝灰岩‥・火山灰や軽石が堆積
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・石灰岩，チャート・・生物の遺骸などが堆積

＜16ミリフイルム＞堆積岩のできかた→観点1，4

（4）地層からわかる過去のようす

＜設問5＞地層が堆積した当時の環境を推定する方法について考えてみる。

→観点1，2，4

＜講義5＞堆積環境の推定方法→観点4

・地層をつくる粒の大きさから推定する。たとえば頚tき岩があれば，川底や河原，ある

いは陸地に近い海の流れの速い所砂岩は海岸近くの浅い海底，泥岩は湖か沼，あるい

は海ならば小さい清か沖の方の水の動きの少ない場所。凝灰岩があれば近くで火山の

噴火があった。

＜観察3＞スライドを利用して，地層中の化石の産状を観察する。・→観点1，2

＜観察4＞実際に化石（主に貝化石）を手に取って観察する。→観点1，2

＜講義6＞化石の定義一観点4

・化石とは地層が堆積した当時すんでいた生物の遺骸や生活の跡である。

・化石には，堆積環境や堆積した時代を推定するための重要な手がかりになる。

［観点別評価目標］

観点1『自然事象への関心。意欲。態度』

①設問1：どんな岩石が削られやすいか，どのように削られるのかを考えてみようとする。

（発間と発言，行動観察）

②設問2：侵食作用や堆積作用によってできる地形を挙げてみようとする。

（発間と発言，行動観察）

③生徒実験：粒の大きさを変えて沈み方を調べてみようとする。（実験態度）

④講義2：いろいろな大きさの粒はどこに堆積するのか考えてみようとする。

（発問と発言，行動観察）

（9観察1：地層の重なりに興味を持とうとする。（発間と発言，観察態度）

⑥実習：地層が水平方向にどれくらい広がっているか知ろうとする。

（発間と発言，実習態度）

⑦設問3：層と層の境目がなぜできるのか知ろうとする。（発問と発言，行動観察）

⑧講義3：海水面の高さがどのような原因によって変るのか知ろうとする。（発間と発言）

⑨設問4：地層はどのようにして固くなるのか知ろうとする。（発問と発言，行動観察）

⑲観察2：堆積岩がどのようなつくりになっているのか知ろうとする。

（発間と発言，観察態度）

⑪16ミリフイルム：堆積岩がどのようにしてできるのかまとめてみようとする。

（鑑賞態度，レポート）
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⑫設問5：地層に残されている過去の環境を示す証拠を調べようとする。

（発間と発言，行動観察）

⑬観察3・4：化石に対して興味を持とうとする。地層の中に含まれる化石の役割につい

て考えてみようとする。（発問と発言，観察態度，スケッチ）

観点2『科学的な思考』

①生徒実験：粒の大きいものほど早く沈むことが推測できる。（発間と発言，レポート）

②講義2：細かい粒のものほど流れにのって沖へ運ばれるので，海岸近くにれきや砂が堆

積し，河口から放れた沖などに泥が堆積することが推測できる。（発問と発言，テスト）

③実習：地層をつなぐことにより地層の広がりや厚さを推定できる。

（発問と発言，作図，実習態度）

④設問3：層と層の境目ができるのは，流れの速さや探さなどの環境が変化したためであ

ると推測できる。（発間と発言，レポート）

⑤講義3：海水面の変動により陸地の相対的な隆起や沈降が起こり堆積環境が変化するこ

とを推測できる。（発問と発言）

⑥設問5：現在の海底の堆積物の分布を調べることで推定できることに気付く。

（発間と発言，行動観察）

⑦講義6：地質時代の区分と生物の移り変りの関係をとらえることができる。

（発間と発言，テスト）

観点3『観察。実験の技能。表現』

①生徒実験：円筒にれきや砂をすばやく入れることができる。（実験態度，机間巡視）

②実習：同じ地層をうまくつなぐことができる。（実習態度，机問巡視）

③観察2：それぞれの堆積岩の特徴をスケッチできる。偏光顕微鏡を上手に操作して薄片

を観察できる。（観察態度，机間巡視，スケッチ）

観点4『自然事象についての知謡。理解』

①講義1：岩石は太陽放射による温度変化のくりかえしや水などのはたらきによって次第

に細かくくずれたり，質が変ったりすることを理解できる。（質問と発言，テスト）

②設問2：風化作用によって珊かくなったものは，流水のはたらきによって侵食，運搬さ

れ，海底などに堆積することを理解できる。（質問と発言，テスト）

③講義2：流水によって運ばれたれき，砂，泥はそれぞれの大きさによって堆積する場所

が違うため，1枚1枚の層の中での粒の大きさがそろっていることを指摘できる。

（質問と発言，テスト）

④実習：地層のそれぞれの層は同じ厚さで広がっていをいことや連続しないで亡くなるこ

とを理解できる。（質問と発言，作図，テスト）

⑤設問3：地層は長い時間をかけて次々に積み重なってできるが，その間に気候の変化や
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大地の隆起や沈降が起こったりするため，環境が変り，同じ場所でも堆積するものが変

ることを理解できる。（質問と発言，テスト）

⑥講義3：氷河の消長に伴って海水面の上昇や低下が起こることを理解できる。

（質問と発言）

⑦設問4：地層は下から上へと順に積み重なっていくので，年代の古い地層ほど固くなっ

ていることが多いことを理解する。（質問と発言，テスト）

⑧講義4：堆積岩は成因によって大きく分類されることを理解できる。

（質問と発言，テスト，レポート）

⑨16ミリフイルム：続成作用を経て堆積物が堆積岩になることを理解できる。

（質問と発言，テスト）

⑬講義5：堆積物に基づく堆積環境の推定方法を説明できる。（質問と発言）

⑪講義6：化石の役割を説明できる。（質問と発言，テスト）

4．大地の変動

［授業展開〕

（1）地震による大地の変動

＜設問1＞関東大地震で隆起や沈降した場所を調べてみる。→観点1，2，4

＜講義1＞地震と断層→観点2，4

（2）地形からわかる大地の変動

＜実習1＞地形図を利用して，土地の隆起や沈降によって海岸線の形がどう違うかを調べ

る。－ヰ観点1，3

＜実習2＞地形図から地形断面図をつくり，段丘面の広がりや数を調べる。→観点1，3

＜実習3＞航空写真を利用して実体視を行ない，河岸段丘や海岸段丘を確認する。

→観点1，3

＜講義2＞隆起地形と沈降地形→観点4

＜設問2＞現在起こっている土地の隆起や沈降を知るにはどうしたらよいか。－→観点1

＜講義3＞水準点の測量→観点4

＜実習4＞実際の水準点の測量結果から，ある地域の土地の動きを探ってみる。

一観点2，3

＜講義4＞日本の最近の変動の傾向一観点4

（3）地層からわかる大地の変動

＜設問3＞傾いた地層があるのはなぜか。一観点1，4

＜演示＞摺曲と断層→観点1，4

・余ったプリントなどを利用して，横から力を加え，
稽曲をつくってみる。

・発泡スチロールを切断して，横から力を加え，断層をつくってみる。
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＜観察1＞スライドを利用して，断層や稽曲を観察する。一観点1，2

＜設問4＞土地の隆起や沈降の証拠が地層に残されていないか考えてみる。－ヰ観点1

＜講義5＞不整合のでき方一観点4

＜観察2＞スライドを利用して，不整合を観察する。－ヰ観点1，2

（4）大山脈はどのようにしてできたか

＜講義6＞大山脈の構造→観点4

＜設問5＞大地の変動の盛んな場所はどこか。一寸観点1，2

＜観察3＞日本付近の海底地形をコンピュータで処理した画像から観察する。→観点

＜16ミリフイルム＞大陸は動いている→観点1，4

＜講義7＞プレート・テクトニクス→観点1，4

［観点別評価目標］

観点1『自然事象への関心。意欲。態度』

①設問1：土地の隆起や沈降の証拠にはどんなものがあるのか知ろうとする。

（発間と発言，行動観察）

②実習1：海岸線の形の変化に興味を持つ。（発問と発言，作図，実習態度）

③実習2・3：段丘の高さの差を知り，それがどのようにしてできたか知ろうとする。

（発間と発言，作図，実習態度，机間巡視）

④設問2：現在起こっている土地の動きを知る方法を調べようとする。

（発間と発言，行動観察）

⑤講義3：地形図から水準点を探してみようとする。（行動観察）

（む設問3：地層が傾く原因について知ろうとする。（発間と発言，行動観察）

⑦演示：禰曲や断層ができるときの力のはたらきかたや違いについて知ろうとする。

（発間と発言，観察態度）

⑧観察1：摺曲や断層の様子に興味を持つ。（発間と発言，観察態度）

⑨設問4：土地の変動を示す証拠が地層に残されていないか調べてみようとする。

（発間と発言，行動観察）

⑲観察2：不整合を見て，どれくらい時代が違うのか興味を持つ。

（発間と発言，観察態度）

⑪設問5：大地の変動の盛んな場所を調べてみようとする。（発間と発言，行動観察）

⑫16ミリフイルム・講義7：大陸が移動したり海洋底が拡大することに強い関心を持つ。

（発問と発言，鑑賞態度，行動観察）

観点2『科学的な思考』

①設問1：関東大地震の時に海側が隆起し内陸側が沈降するという傾向があることを指摘

できる。（発問と発言，テスト）
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②講義1：土地の食い違いから断層による土地の動きを推定できる。

（発間と発言，テスト，行動観察）

③講義2：貝塚の分布から縄文時代の海岸線が推定できる。（発問と発言，行動観察）

④実習4：データからその土地の最近の動きを推定できる。

（発間と発言，実習態度，行動観察，作図）

⑤観察1：摺曲や断層の形から地層にはたらいた力の向きを推定できる。

（発問と発言，観察態度，行動観察）

⑥観察2：不整合面を境に上と下の地層の様子の違いから，不整合のできかたを推定でき

る。（発間と発言，観察態度）

（訂設問5：地震や火山が多い所に大地の変動が盛んであることに気付く。

（発問と発言，行動観察）

観点3『観察。実験の技能。表現』

①実習1：きちんと等高線や等深線をトレースできる。（作図，実習態度）

②実習2：地形断面図で起伏をうまく表せる。（作図，実習態度）

（彰実習3：上手に実体視ができる。（実習態度，机閤巡視）

（む実習4：グラフからデータを読み取ることができる。（作図，実習態度）

観点4『自然事象についての知識。理解』

①設問1：海溝側の地震の時に起こる変動の傾向を説明できる。（質問と発言，テスト）

②講義1：大地震の時には地面が上下方向や水平方向に食い違い，断層ができることがあ

ることを理解する。（質問と発言，テスト）

③講義2：河岸段丘や海岸段丘は土地の隆起によってでき，リアス式海岸は土地の沈降に

よってできることを説明できる。（質問と発言，テスト）

④講義3：水準点の測量によって，最近の大地の動きを測ることができる。

（質問と発言，テスト）

⑤講義4：現在隆起している場所は山地に多く，沈降している場所は平野に多いことを指

摘できる。（質問と発言，テスト）

⑥設問3：地層はもともとほぼ水平に堆積することから，傾いた地層があることは地層に

何等かの力がはたらいたことが理解できる。（質問と発言，テスト）

⑦演示：断層や摺曲のとき地層にはたらく力の向きについて説明できる。

（質問と発言，テスト）

⑧講義5：不整合ができるときの土地の変動の順序を説明できる。（質問と発言，テスト）

⑨講義6：ヒマラヤ山脈は激しく摺曲した地層からできており，上部の地層からアンモナ

イトの化石が産出することから，かつて海底で堆積した地層が地殻変動によって地層が

変形し，大きく隆起したことを説明できる。（発間と発言）
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⑲設問5：大山脈や弧状列島，海嶺，海溝の分布の特徴を指摘できる。（発問と発言）

⑪16ミリフイルム・講義7：大陸が移動したことを示す証拠を指摘でき，プレート・テク

トニクスの理論により地震や火山の分布を簡単に説明できる。（質問と発言）
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